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2016・7　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

防
災
に
つ
い
て
、
今
、
考
え
る

【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

市の防災施策の一部をご紹介します！

平
成
23
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
。
ま
た
、
今
年
4
月
に
は
熊
本
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
和
歌
山
県
に
お
い
て
も
、
中
央
構
造
線
に
よ
る
大
規
模
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ

を
震
源
地
と
す
る
大
規
模
地
震
が
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
…
。

岩
出
市
の
防
災
に
つ
い
て
、
市
、
地
域
、
家
庭
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災

者
の
方
々
の
支
援
と
し
て
、
市
役
所

を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
公
共
施
設

に
義
援
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
個

人
の
方
や
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支

援
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
累
計
額

97
万
６
，
３
７
７
円
（
6
月
13
日
現

在
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
義
援
金
箱
は
6
月
30
日
ま

で
設
置
し
、
義
援
金
は
、
和
歌
山
県

を
通
じ
て
熊
本
県
に
送
ら
れ
ま
す
。

市立小・中学校をはじめ避難所の耐

震化をすべて完了しています。ま

た、住宅の耐震化に対する補助を実

施しています。（23 ページもご覧く

ださい。）

公共下水道の普及に伴い避難施設に

マンホールトイレの整備を進めてい

ます。洋式・和式の 2 種類があり、

トイレの周りにはテントで囲いをし

ているため、安心して利用できま

す。

緊急地震速報など、国から発信され

た情報を、自動起動により、メール

配信サービスを通じて、瞬時に伝達

します。また、防災行政無線及び緊

急速報メール（エリアメール）によ

り、避難勧告等の伝達も行います。

防
災
へ
の
市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
、
９
月
の
防

災
月
間
に
合
わ
せ
地
域
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
ま
た
、
12
月
に
は
、
火
災

予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
一
日
防

火
デ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
若
い

熊
本
地
震
被
災
地
へ
の
支
援

　この度の熊本地震により亡くなられた方々に心より哀悼

の誠を捧げるとともに、御遺族の皆さまにお悔やみを申し上

げます。

　また、被災された熊本県をはじめ九州各県の皆さまに心か

らお見舞いを申し上げます。

世
代
の
防
災
意
識
の
向
上
、
ま
た
、

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
市
内
の
中
学
生
を
対
象
に

し
た
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
の
取
組
み
と
し

て
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
排
水
ポ

ン
プ
車
の
整
備
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
整
備
、
備
蓄
物
資
の
強
化
や
緊

急
情
報
等
を
伝
え
る
防
災
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

総
務
課  

危
機
管
理
係

　

☎
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
２
２
）

【小・中学校の耐震化】 【マンホールトイレの整備】 【防災システムの整備】
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岩
出
市
で
は
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
策
と

し
て
、
住
民
参
加
に
よ
る
自
主
防
災

活
動
体
で
あ
る
「
自
主
防
災
組
織
」

の
結
成
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
自
分
の
命
を

守
る
「
自
助
」
を
は
じ
め
、
地
域
で

の
助
け
合
い
、
す
な
わ
ち
「
共
助
」

が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
へ
の
取
組
み
、
ま
た
、

防
災
へ
の
よ
り
一
層
の
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
た
際
の
資
機
材
等
の
整
備
に
対

す
る
補
助
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
補
助
対
象
と
な
る
防
災
資
機
材

　

バ
ー
ル
、
は
し
ご
、
担
架
、
メ
ガ

ホ
ン
、
発
電
機
、
防
災
倉
庫
等

○
補
助
金
の
支
給
額

　

補
助
上
限
額
50
万
円
（
補
助
上
限

額
を
限
度
と
し
て
、
資
機
材
購
入
額

の
8
割
を
補
助
す
る
。）

※
現
在
、
区
・
自
治
会
と
し
て
組
織

化
し
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
度
経
過

し
た
時
点
以
降
（
平
成
29
年
４
月
１

日
以
降
）
に
、
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
て
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進

　紀泉台地区自主防災会の水落委員長、田邊副委員長にお話しを聞いてきました。

　平成 22 年から自主防災会を結成して以来、毎年様々な防災訓練を実施されてい

ます。「訓練にゲーム性を加えることで、若い世代にも参加してもらえるよう取り

組んでいます。」と話されていました。紀泉台地区では、災害が起こった時の安否

確認手段として、黄色いハンカチ作戦を実施。他にも、

まち歩きでは、ビンゴゲームを取り入れ、地域内にある

防災倉庫やホース格納庫の場所などを再確認するといっ

たことも実施されています。「いざ災害が起こった時に

は急に動くことができない。日頃から防災を意識するこ

とが大切です。」また、課題として、「自治会に加入して

いない世帯には、情報が伝わりにくいので、対応が難し

い。」と話されていました。

　災害はいつ、どこで起こるかわかりません。地域での

取り組み、また、地域と地域の結びつきが大切です。皆

さんも、何か身近なことから始めてみませんか。

地域でできる取り組みとして

副委員長　田邊さん

委員長　水落さん

もしもの時に備えて
非常用持出袋（1 週間分）を準備しておく！

□食料・飲料水…

　　　　　飲料水、乾パン、缶詰、ミルク

□衣料品…下着、上着等、雨具、タオル、軍手

□貴重品…現金、健康保険証、運転免許証、預金通

　　　　　帳、印鑑

□ラジオ・懐中電灯…

　　　　　携帯ラジオ、乾電池、懐中電灯

□医療品…常備薬、ばんそうこう、包帯、生理用品

□その他…ウェットティッシュ、ビニール袋、紙お

　　　　　むつ、ティッシュペーパー

家
庭
で
で
き
る
こ
と

　

災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
家
族
が

離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

を
想
定
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
家

族
で
話
し
合
い
、
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
役
割
分
担
を
決
め
る

・
家
の
外
回
り
の
安
全
確
認

・
家
の
中
の
安
全
点
検

・
避
難
所
や
安
否
確
認
の
方
法
の
確

　

認

　

ま
た
、
避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出

す
非
常
用
持
出
袋
な
ど
も
準
備
し
て

お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ス
ム
ー

ズ
に
行
動
で
き
ま
す
。
避
難
所
や
災

害
情
報
の
入
手
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
岩
出
市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
再
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

災
害
の
備
え
と
し
て
、
耐
震
ベ
ッ

ド
や
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
補
助

も
あ
り
ま
す
。（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ぜ
ひ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

新聞紙で作るマイトイレの作り

方をご紹介しています。ぜひ、

一度作ってみてください。→
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岩出市誕生 10 周年記念
第 25 回クリーン缶トリー運動イン岩出

生活環境課  生活環境係☎ 62-2141（内線 185）

　「クリーン缶トリー運動イン岩出」を次のとおり実施

します。

　この運動は、市民と行政が一体となって美化運動に取

り組み、「ごみのないまち・きれいなまち・美しいふる

さとづくり」を推進し、環境美化への認識を深めるとと

もに、愛着のもてるふるさとづくりに貢献することを目

的としています。また、河川に捨てられたごみ等が海岸

に漂着し、漁業活動や景観に悪影響を及ぼしている状況

にあることから、清掃活動を通して海岸漂着物の問題に

ついて理解を深め、ごみのポイ捨てや不法投棄を抑制す

ることも目的の一つとしています。

　今年で岩出市誕生 10 周年を迎えます。引き続き「ご

みのないまち・きれいなまち・美しいふるさとづくり」

のために、市民の皆さまのご参加をお願いします。

○日時　7 月 17 日（日）午前８時～９時（小雨決行）

　※雨天の場合、7 月 18 日（月・祝）に延期

○集合場所
　・岩出地区の方は、大宮神社駐車場

　・山崎地区の方は、紀の川中島右岸河川敷内

　・根来地区の方は、ねごろ歴史資料館前駐車場

　　（例年と集合場所が変わっていますので、ご注意く

　　ださい）

　・上岩出地区の方は、根来公園墓地駐車場

　・船戸・山崎の方は、紀の川船戸左岸河川敷内

　詳しくは、生活環境課までお問い合わせください。

平成 28 年度　げんきアップ教室のご案内
保健推進課☎ 61-2400　おかけ間違いにご注意ください

健康に良いことを何か始めたいと思っている方、どうぞお越しください！（無料）
日　時 運　動 グループワーク

7月22日（金）

午前10時～正午

※受付は午前9時30分～

みんなで楽しく！！ 防ごう夏バテ

8月16日（火） ペアストレッチ ☆脳年齢の若返り☆

9月  5日（月） 室内でもウォーキング さらさら血液を目指して！！

9月23日（金） 運動バランス
カロリーバランスについて

※電卓をお持ちください

9月30日（金） ☆リズム体操☆ 上手な食事の食べ合わせ！

○定　員　50 名。5 回連続で参加されることをおすすめします。

○場　所　岩出市総合保健福祉センター　３階　多目的ホール

○講　師　健康運動指導士　小
お が わ

川　陽
よ う じ ろ う

二郎　先生

○持ち物　飲み物（お茶やスポーツ飲料など）・筆記用具・バスタオル（又はヨガマット） ・汗ふきタオル

○服　装　運動しやすい服装・靴でお越しください。

○申込方法　保健推進課に氏名・住所・電話番号を電話でお伝えください。（定員になり次第締め切らせていただきます。）

○対象者　これから運動を続けていきたいと思う方、運動をする仲間づくりをしたいと思う方
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第 66 回社会を明るくする運動
強調月間です

福祉課  人権啓発係☎ 62-2141（内線 321）

　「社会を明るくする運動」は、岩出市保護司会と更生

保護女性会が主体となり、すべての国民が、犯罪や非行

の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、

それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない安全・

安心な地域社会を築こうとする全国的な運動です。

○重点事項
　・出所者等の事情を理解した上で雇用する企業の数を

　　増やすこと。

　・帰るべき場所がないまま、刑務所から社会に戻る人

　　の数を減らすこと。

　・薬物依存からの回復と社会復帰を長期的に支える地

　　域の環境を作ること。

○活動
　岩出市では、保護司と更生保護女性会が青少年育成市

民会議と連携して、次の活動をしています。

・子ども達の非行防止と安全を守るためのパトロール活

　動

・中学校でのあいさつ運動

・街頭啓発活動

・小・中学校との連携を深める活動

　

　近年、都市化、核家族化が進み、住民同士のふれあい

や世代間の対話が少なくなってきていることで地域社会

の犯罪抑止力や家庭の教育力の低下が指摘されるなか、

運動を推進していくためには、「対話と協調」を基本と

した「ふれあいのまち」づくりが大切であると考えてい

ます。

　今後とも、市民の皆さま方の温かいご理解とご協力を

お願いします。

　

もう受診はお済みですか？
保険年金課  国保・年金係☎ 62-2141（内線 191）

国保特定健診の受診について
　岩出市国民健康保険では、40 歳から 74 歳の方を対

象に、糖尿病・高血圧・脂質異常症などの生活習慣病の

発症と関わりがあるメタボリックシンドローム（内臓脂

肪症候群 ）に着目した特定健診（受診費用は無料です。）

を実施しています。

　この機会に「特定健診」を受診して、生活習慣病の予

防に、ぜひお役立てください。

　また、４月以降に市国民健康保険に新たに加入された

方で、特定健診の受診を希望する対象者の方にも特定健

康診査受診券を発行しますので、保険年金課の窓口また

は電話にてご相談ください！

※実施医療機関については、対象の方に郵送配布しまし

　たチラシや市ウェブサイトでご確認ください。

※特定健診は、「集団健診」か「個別健診」のどちらか
　の受診となりますので、ご注意ください。

受診場所 岩出市総合保健福祉センター
受 診 日 1日（金）、7日（木）、28日（木）、29日（金）

受付時間 午前8時30分～10時

持 参 物
健診受診票、特定健康診査受診券（黄色）、

国民健康保険証

受診場所 岩出市内の実施医療機関（22 医療機関）
受診期間 平成29年1月31日（火）まで

受付日時 医療機関への受診予約日時（必ず事前に希望する
医療機関と電話等で調整してください。）

持 参 物 特定健康診査受診券（黄色）、国民健康保険証

集団健診（7 月の日程）

個別健診

　 受 診 の 際 は、「 受 診

券（黄色）」・「保険証」

をお忘れなく！
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熱中症を防ぐために～市民の皆さんに取り組んでほしいこと～

保健推進課☎ 61-2400　お掛け間違いにご注意ください

　熱中症の発生は７～８月がピークになります。熱中症を正しく理解し予防に努めてください。

○熱中症は、適切な予防をすれば防ぐことができます。

○熱中症になった場合も、適切な応急処置により救命することができます。

○一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自分の変化に気をつけるとともに、周囲の人にも気を配り、

　予防を呼びかけ合って、熱中症による健康被害を防ぎましょう。

①
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
異

　

な
り
ま
す
！

・
自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け

　

暑
さ
の
抵
抗
力
に
合
わ
せ
て
、
万

　

全
の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
方
は
特
に
注
意
が
必
要

　

で
す
！

・
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高

　

齢
者
（
65
歳
以
上
）
で
す
。
高
齢

　

者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る

　

感
覚
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、
暑

　

さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能
も
低

　

下
し
て
い
ま
す
。

③
ま
わ
り
が
協
力
し
て
、
熱
中
症
予

　

防
を
呼
び
か
け
合
う
こ
と
が
大
切

　

で
す
！

・
一
人
ひ
と
り
が
周
囲
の
人
に
気
を

　

配
り
、
熱
中
症
の
予
防
を
呼
び
か

　

け
合
う
こ
と
で
、
熱
中
症
の
発
生

　

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
特
に
、
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い

　

高
齢
者
、
障
害
児
・
障
害
者
や
子

　

ど
も
に
つ
い
て
は
、
周
囲
が
協
力

　

し
て
注
意
深
く
見
守
る
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

④
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
熱
中

　

症
予
防
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
！

　

健
康
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お願いしたいこと

熱中症の予防法 熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さ対策」が大切です！

水分・塩分補給

○こまめな水分・
　塩分の補給

体調に合わせた取り組み

○通気性の良い吸
　湿・速乾の衣
　服着用

○保冷剤、氷、冷

　たいタオルなど

　による体の冷却

外出時の準備

○日傘や帽子の着
　用
○日陰の利用・こ
　まめな休憩

市民プールで楽しもう！
総合体育館☎ 62-0370

○開場期間および時間
　7 月 1 日～ 8 月 31 日　午前 10 時～午後 5 時

○入場料
　小学１年生以上は、１回の入場料 200 円

　（乳幼児は無料）

※回数券（６枚綴）を 1,000 円で販売いたしますので、

ご利用ください。

○留意事項
　安全のために、小学３年生以下の児童（乳幼児を含む）

には、必ず保護者の方が同伴してください。

　同伴する保護者の方は、水着を着用し、常時監視して

ください。（保護者１人で同伴できる子供は２人まで）

○開場時間内
　堀口プール　　☎ 62 ‐ 7533

　東公園プール　☎ 62 ‐ 8914
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知ろう！防ごう！高齢者虐待
長寿介護課  地域包括支援センター☎ 62-2141（内線 232） 長寿社会係（内線 327）

○高齢者虐待かな？と思ったら…
　虐待は、虐待を行っている本人が自覚があっても自分

　ではなかなか止めることができません。なお、「高齢

　者に対する虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援

　等に関する法律」では虐待の発見者には市への通報義

　務があると定められています。『これは虐待では…？』

　と思ったら市へ早めに相談しましょう。

○市民の皆さまへ
　地域の見守りや気づきが、高齢者虐待防止の第一歩に

　なります。虐待の「おそれ」があると思ったら、市へ

　ご相談ください。

○介護をしている方へ
　介護の負担を軽減する様々な介護サービスや制度を受

　けることができますので、市へご相談ください。

○高齢者虐待には次の種類があります
　・身体的虐待
　　殴る、蹴る、部屋に閉じ込める、無理矢理食事を口

　　に入れる、ベッドに縛りつけて身体を拘束するなど

　・介護・世話の放棄・放任
　　長期にわたり入浴させない、十分な水や食事を与え

　　ない、部屋を清掃しないなど

　・心理的虐待　　

　　怒鳴る、ののしる、子どものように扱う、意図的に

　　無視するなど

　・性的虐待
　　本人の同意がないのに性的行為を強要するなど

　・経済的虐待
　　年金や現金の無断使用、資産の無断売却など

介護保険施設入所者の負担限度額について
長寿介護課  長寿介護係☎ 62-2141（内線 189）

　介護保険施設に入所、入院または短期入所されている

方で次表の認定基準に該当する方は、申請により利用者

負担額が軽減されます。軽減対象者には、介護保険負担

限度額認定証を交付します。介護保険施設を利用する際

は、事前に事業者に提示してください。

　なお、利用者負担段階の判定に用いる収入には現在、

課税年金（老齢年金など）収入のみが対象になっていま

すが、平成 28 年 8 月からは、非課税年金（遺族年金と

障害年金）収入も含めるよう見直しを行います。

負担段階 認定基準
1日あたりの居住費 1日あたりの

食費ユニット型個室 ユニット型準個室 従来型個室 多床室

第1段階
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を
含む。）が住民税非課税で老齢福祉年金の受
給者、生活保護の受給者

820円 490円
490円

（320円）
0円 300円

第2段階

※平成28年7月まで
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を
含む。）が住民税非課税で合計所得金額と課
税年金収入額の合計が80万円以下の方

820円 490円
490 円

（420円）
370 円 390 円

※平成28年8月以降
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を
含む。）が住民税非課税で合計所得金額と課
税年金収入額と非課税年金収入額の合計が
80万円以下の方

820円 490 円
490円

（420円）
370円 390円

第3段階
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を
含む。）が住民税非課税で利用者負担段階第
２段階以外の方

1,310円 1,310円
1,310 円

（820円）
370 円 650 円

第4段階 上記以外の方 負担限度額なし

※（　）内は介護老人福祉施設を利用した場合の従来型個室の額。

※預貯金などが 1,000 万円（配偶者がいる場合は 2,000 万円）を超える場合、負担限度額認定証の交付が受けられません。
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投票所・投票区域一覧表
投票区 投票所住所及び投票所の名称 区　　域

1 岩出地区公民館（清水386-12） 大町・高塚・清水・宮
2 山崎地区公民館（中黒52-2） 中黒・湯窪・金屋・畑毛（1 ～ 269・303 ～ 331）
3 境谷集会所（境谷255） 境谷

4 根来地区公民館（根来535-2） 根来（475 ～ 2278・2280 ～ 2366）・森（1 ～ 194・228 ～ 318）・堀口
尼ヶ辻

5 押川集会所（押川133） 押川
6 上岩出地区公民館（水栖199-3） 中迫（1 ～ 104・568 ～ 666）・水栖・野上野（35 ～ 546）
7 船山地区公民館（山崎122） 船戸・山崎
8 鴨沼集会所（吉田382-44） 吉田（68 ～ 413）
9 山宮の浦自治会集会所（山508-30） 山（1 ～ 539）・相谷（120 ～ 212）

10 岩出市中央公民館（西野264） 西野・高瀬・備前・中島（864 ～ 918）・畑毛（270 ～ 302）

11 岩出市立市民総合体育館（荊本63-2） 曽屋（374～387・420～458）
森（195～227）・川尻・荊本・中迫（105～567・667～708）

12 紀泉台地区公民館（紀泉台428） 原・西安上・紀泉台・安上

13 上岩出地区コミュニティセンター（北大池84-2）北大池（1 ～ 333・354 ～ 489）・南大池・東坂本・新田広芝・今畑

14 岡田集会所（岡田463） 岡田・溝川（1 ～ 208・271 ～ 310）

15 岩出市総合保健福祉センター（金池92） 金池・赤垣内・波分・曽屋（1 ～ 373・388 ～ 419）

16 皆楽園在宅介護支援センター（西国分668） 溝川（209 ～ 270）・西国分

17 さぎのせ公園管理事務所（中島1183） 吉田（414～445）・中島（1 ～ 863・919 ～ 1284）

18 サンホール（山719） 吉田（1 ～ 67）・山（540 ～ 1005）・相谷（1 ～ 119・213 ～ 630）

19 桜台地区公民館（桜台494）
根来（1 ～ 474・2279）・今中・桜台・野上野 (1 ～ 34)・山田
北大池 (334 ～ 353)

7 月 10 日（日）は、
参議院議員通常選挙の投票日です

岩出市 選挙管理委員会☎ 62-2141（内線 125）

○投票時間　午前７時～午後８時

　第３（境谷）、第５（押川）投票所は、午後６時までです。

◎投票できる人は
　平成 10 年７月 11 日以前に生まれた人で、平成 28 年

３月 21 日以前に岩出市に転入届（住民登録）をし、引

き続き３か月以上岩出市に住所を有している人です。

　投票日当日までに転出される場合など、詳しくは、市

選挙管理委員会までお問い合わせください。

◎投票するには
　投票日当日は、送付された投票所入場券をお持ちのう

え、入場券に記載されている投票所で投票してください。

　入場券が届かない場合や紛失した場合などは市選挙管

理委員会までお問い合わせください。

◎投票日に投票所へ行けない人は
　仕事や旅行などの理由で投票日当日に投票所で投票す

ることができない人は期日前投票ができます。

◇期間　６月 23 日（木）～７月９日（土）

◇時間　午前８時 30 分～午後８時

◇場所　岩出市役所　１階　第１会議室

◎入院や他市町村に滞在されている人などは
　不在者投票ができる施設として指定されている病院や

老人ホームなどに入院などをされている人は、その施設

で不在者投票ができますので、施設の長に申し出てくだ

さい。

　他市町村に滞在されている人は、滞在先の市町村で不

在者投票ができますが、手続きが必要となり、時間を要

しますので、市選挙管理委員会へお早めにお問い合わせ

ください。

◎郵便等による不在者投票
　身体に重度の障害などがある人は、郵便等により自宅

で不在者投票ができます。事前の登録が必要であり、こ

の手続きに時間を要しますので、市選挙管理委員会へお

早めにお問い合わせください。

◎選挙公報は新聞折込みで配布します
　選挙公報は、投票日の２日前までに新聞折込みで各世

帯に配布します。また、各公共施設にも用意します。

　なお、新聞を購読されていない世帯には、郵送させて

いただきますので、ご連絡ください。
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岩出市誕生 10 周年記念
税務課  市民税係☎ 62-2141（内線 141 ～ 144）

ご当地ナンバーを交付します
　 岩 出 市 誕 生 10 周 年 を 記 念 し て、 原 動 機 付 自 転 車

（125cc 以下の二輪車）のご当地ナンバープレート（限

定 1,000 枚）を８月から交付します。

　10 周年記念ロゴマークをあしらった「そうへぃちゃ

ん入りナンバープレート」で走ってみませんか。

○ご当地ナンバー交付枚数
　50cc 以下（白地）　　　　  　  700 枚

　90cc 以下（黄地）　　　　　　100 枚

　125cc 以下（ピンク地）  　   　200 枚

　　　　　　　　　　   　　計 1,000 枚

○交付場所等
　交付開始日　８月１日（月）から

　　　　　　　平日：午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分

　交付場所　　岩出市役所　税務課

　交付手数料　無料

※交付時に、ご当地ナンバープレートか通常のナンバー

　プレートかを選択いただけます。

※すでにナンバープレートの交付を受けている方でも、

　ご当地ナンバープレートに交換することができます。

※ナンバープレートは、先着順で交付します（希望する

　ナンバーの指定はできません）。

※手続きの詳細については、税務課にお問い合わせいた

　だくか、広報いわで８月号及び市ウェブサイトでお知

　らせします。

ねごろ歴史資料館・旧和歌山県議会議事堂
産業振興課☎ 63-5840

の料金体系が変わります！
　4 月 1 日にオープンした、「ねごろ歴史資料館」と「旧

和歌山県議会議事堂」の料金体系が 7 月 1 日（金）か

ら変わります。

　より多くの方々に岩出市の文化と歴史に触れていただ

くために、ねごろ歴史資料館が無料になります。一方、

文化財としての維持管理を行うため、旧和歌山県議会議

事堂の入館料を、「大人 300 円・小人 100 円」とさせ

ていただきます。

ねごろ歴史資料館
大人300円・小人100円→無料

※特別展示開催中を除く。

旧和歌山県議会議事堂 無料→大人300円・小人100円

　根来周辺へお立ち寄りの際は、ぜひお越しください。

　詳しくは、産業振興課までお問い合わせください。
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

nfomation
Life

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。

税
・
料
金

　
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
、
税
金

は
確
実
に
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　

市
税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
大
変
貴
重
な
自
主
財
源
で

す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、
納
税
の
義
務
を
果
た
す
必
要
が

あ
り
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ
て
い
る

方
と
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
が
同
じ

よ
う
に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
は
不
公
平
で
あ
り
、
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
税
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
納
期
内
に
納

付
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
督
促
状

税
収
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す

な
ど
で
納
付
催
促
を
行
い
、
そ
れ
で

も
な
お
納
付
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、
滞
納
処
分
（
差
押
え
や
滞
納
さ

れ
て
い
る
方
の
自
宅
等
で
の
捜
索
や

不
動
産
公
売
等
）
を
行
い
ま
す
。

　

税
を
滞
納
さ
れ
、
市
が
滞
納
処
分

を
行
う
と
、
滞
納
金
額
を
完
納
さ
れ

る
ま
で
差
押
え
を
解
除
す
る
こ
と
は

な
く
、
滞
納
処
分
に
よ
り
財
産
や
社

会
的
信
用
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
税
金
は
納
期
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

○
納
税
相
談

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
理
由
で
、
一
時
的
に
税
金
を
納
期

内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
つ

い
て
は
、
税
務
課
納
税
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
３
）

こ
ん
な
と
き
は
固
定
資

産
税
係
ま
で
！

・
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

　

な
ど
を
さ
れ
た
場
合
で
、
そ
の
登

　

記
を
さ
れ
な
い
と
き
。

・
併
用
住
宅
な
ど
で
、
居
住
部
分
の

　

割
合
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

・
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
宅
地
を
所

　

有
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、
住
宅
用

　

地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
へ
又
は
住

　

宅
用
地
以
外
か
ら
住
宅
用
地
へ
変

　

更
さ
れ
た
と
き
。

・
岩
出
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
が
、

　

住
所
を
変
更
さ
れ
た
と
き
。

・
一
定
期
間
海
外
へ
転
出
さ
れ
る
と

　

き
。

・
固
定
資
産
が
災
害
等
に
よ
り
著
し

　

い
被
害
に
あ
っ
た
と
き
。

※
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
毎
年

　

１
月
１
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
固
定
資
産
を
お
持
ち
の
方
が
亡
く

　
な
ら
れ
た
場
合
の
手
続
き

　
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
を
お

持
ち
の
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、

固
定
資
産
の
所
有
権
移
転
登
記
を
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
納
税
通
知
書
の
受

領
等
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
代
表

者
を
相
続
人
の
中
か
ら
ご
指
定
い
た

だ
い
た
う
え
で
、「
相
続
人
代
表
者

兼
死
亡
者
名
義
の
固
定
資
産
現
所
有

者
（
指
定
・
変
更
）
届
書
」
を
市
ま

で
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
届
書
は
、
不
動
産
の

権
利
関
係
を
決
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
登
記
簿
の
内
容
変
更
に
つ

い
て
は
、
法
務
局
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）
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8 月 1 日（月）です。

■固定資産税第 2 期

■国民健康保険税第 2 期

■後期高齢者医療保険料第 1 期

■介護保険料第 2 期

納   期   限

7 月夜間納税相談日

14 日（木）・28 日（木）

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

午後 8 時まで
窓口　保険年金課

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
と
き
は

　

保
険
料
の
免
除
に
は
、
全
額
免

除
、
一
部
免
除
（
１
／
４
免
除
、
半

額
免
除
、
３
／
４
免
除
）
が
あ
り
、

保
険
料
の
免
除
を
受
け
ず
保
険
料
が

未
納
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
制
度
を
活
用
し
、
将
来
の
受

給
権
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
免
除
の
条
件

　

本
人
（
被
保
険
者
）・
配
偶
者
・

世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
中
の
所
得

が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。（
失
業

等
の
場
合
は
、
特
例
措
置
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
50
歳
未
満
の
方
に
は
、

世
帯
主
の
所
得
を
除
い
て
審
査
す
る

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納
付

猶
予
制
度
対
象
者
は
平
成
28
年
７
月

か
ら
50
歳
未
満
の
方
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。）

○
申
請
期
限

　

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を

経
過
し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い
て
さ

か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請
で
き
ま

す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・  
年
金
手
帳
・
印
鑑

・  

退
職
（
失
業
）
し
て
い
る
場
合
は
、  

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

　

離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書

　

の
写
し

○
免
除
期
間
中
の
保
険
料
と
年
金
額

　

免
除
等
の
承
認
期
間
は
、
定
額
保

険
料
を
納
付
し
た
と
き
と
比
べ
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
目
以

降
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
２
）

健
康
・
介
護

7月　休日歯科急患当番表
那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来院くださ 
　い。
※当番医が急に変更になる場合があります。電話
　が通じないときは消防署（☎ 61-1791）にお問
　い合わせください。

日 曜 歯 科 医 院 名 住     所（診療所） TEL
3 日 中前歯科医院 岩出市金池442-4 63-1771

10 日 中西歯科医院 紀の川市打田169-2 78-2233
17 日 吉村歯科医院 紀の川市貴志川町長原248-8 64-8111
18 月 えのき歯科 岩出市西国分529-4 63-3763
24 日 安村歯科医院 紀の川市名手市場161-2 75-2202
31 日 青木歯科医院 岩出市吉田257-1 61-0889

食
中
毒
に
ご
用
心
く
だ

さ
い
！

○
原
因

　
食
中
毒
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、

化
学
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
飲

料
水
、
ま
た
は
ふ
ぐ
の
肝
、
毒
キ
ノ

コ
な
ど
、
身
体
に
有
害
な
も
の
を
飲

食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
し
ま

す
。

○
症
状

　

主
な
症
状
は
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、

腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
急
性
胃
腸
炎
症

状
や
、
麻
痺
な
ど
の
神
経
症
状
と
し

て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

○
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

　

食
中
毒
菌
が
す
み
や
す
い
環
境

や
、
増
え
る
環
境
を
つ
く
ら
な
い
こ

と
が
、
予
防
の
基
本
で
す
。
食
中
毒

菌
を
「
つ
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・

や
っ
つ
け
る
」
の
三
原
則
で
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
中
毒
が
疑
わ
れ
た
ら

　

症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
、
自
己
判

断
で
下
痢
止
め
や
嘔
吐
止
め
の
薬
を

服
用
す
る
の
は
危
険
で
す
。

　

す
み
や
か
に
か
か
り
つ
け
医
の
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

上
下
水
道
料
金
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

上
下
水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
し
て

お
り
、
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
、
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
方
に
対
し
て
は
、
給
水
の
停
止
、

ま
た
、
裁
判
所
を
通
じ
て
支
払
督
促

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入
金
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  
上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
１
・
２
６
７
）
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

　

妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、

胎
児
が
白
内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、

難
聴
等
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
接
種
費
用
助
成
期
間　

　

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
の
接
種  

　

分
○
接
種
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

①
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠
を
希

　

望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

②
妊
婦
の
夫

○
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料

（
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る

場
合
、
接
種
費
用
に
よ
っ
て
は
自
己

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。）

○
助
成
回
数

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

※
昨
年
度
ま
で
に
助
成
制
度
を
利
用

し
て
接
種
さ
れ
た
方
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。「
妊

婦
の
夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確

認
書
類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必

要
で
す
。

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の
場

合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の
上
、

接
種
後
に
領
収
書
原
本
（
接
種
者

名
・
接
種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名
の

記
載
が
あ
る
も
の
）、
接
種
者
名
義

の
通
帳
、
母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦
の

夫
の
み
）、
認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
提
出
期
限
は
平
成
29
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。

問　

保
健
推
進
課
☎
61
‐
２
４
０
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
証
の
色
が
変
更

　

平
成
28
年
7
月
31
日
の
有
効
期
限

満
了
に
伴
い
、
保
険
証
（
被
保
険
者

証
）
を
更
新
い
た
し
ま
す
。
新
し
い

保
険
証
は
『
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
』

で
す
。
７
月
中
旬
頃
か
ら
順
次
簡
易

書
留
郵
便
で
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
『
う
す
い
オ
レ

ン
ジ
色
』
の
保
険
証
は
７
月
１
日
か

ら
で
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
次
第

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
届
く
ま
で

の
間
は
、
現
在
お
持
ち
の
「
み
ず

色
」
の
保
険
証
を
ご
使
用
く
だ
さ

い
。（「
み
ず
色
」
の
保
険
証
は
平
成

28
年
8
月
1
日
以
降
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。）

○
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
み
ず

色
）
に
つ
い
て

　

新
し
い
保
険
証
『
う
す
い
オ
レ
ン

ジ
色
』
が
お
手
元
に
届
き
次
第
、「
み

ず
色
」
の
保
険
証
は
、
市
役
所
に
お

越
し
の
際
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、

ご
自
分
で
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し

て
、
住
所
・
氏
名
な
ど
が
他
人
に
知

ら
れ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
の
上
、

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

○
負
担
割
合
が
変
更
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す

　

平
成
28
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得

に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変

更
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
住
民
税
の

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
被

保
険
者
の
い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部

負
担
金
の
割
合
が
『
３
割
』
と
な
り

ま
す
）。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係　

　
　
（
内
線
１
８
３
）

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

教
室
（
28
期
生
）
受
講

生
募
集

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
運

動
教
室
（
全
12
回
）
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

9
月
1
日
か
ら
12
月
1
日

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
た
だ
し
、

　

9
月
22
日
、
11
月
3
日
は
除
く
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
（
昼
食
会
を

　

行
う
場
合
は
午
後
１
時
頃
ま
で
）

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

○
内
容　

ス
テ
ッ
プ
運
動
、
イ
ス
や

　

マ
ッ
ト
を
使
っ
た
簡
単
な
筋
力
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
等

○
参
加
費　

無
料
（
昼
食
を
注
文
す

　

る
場
合
は
別
途
実
費
必
要
）

○
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

○
受
付
期
間　

7
月
1
日
（
金
）
か

　

ら
8
月
1
日
（
月
）
ま
で
（
た
だ

　

し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。）

※
運
動
を
伴
う
教
室
に
な
り
ま
す
の

　

で
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
よ
る

　

運
動
可
否
の
確
認
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。
運
動
不
可
の
場
合
は

　

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　

長
寿
介
護
課  

長
寿
社
会
係

　
　
　
　
（
内
線
１
８
９
）
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くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

◇成人検診

○特定健診＋がんセット検診
　（事前申込された方）
・日時     1 日  （金）、7 日（木）、28 日（木）

　　　 29 日（金）

　　　午前 8 時 30 分～ 10 時

・場所　総合保健福祉センター

◇献　血

  9 日（土）　（株）オークワミレニア

　　　　　　シティ岩出店

　　　午前 10 時～正午

　　　午後 1 時～ 4 時 30 分

29 日（金）　岩出市役所

　　　午後 2 時～ 4 時 30 分

問　保健推進課☎ 61 ‐ 2400

ぴ
あ
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
方
の
介
護
を
さ
れ
て
い

る
家
族
等
の
介
護
負
担
や
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
を
は
か
る
た
め
に
、
ぴ
あ
サ

ロ
ン
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
講
師
を
招
き
、
家
族
だ

か
ら
こ
そ
悩
む
こ
と
が
多
い
「
認
知

症
の
方
へ
の
接
し
方
」
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。
日
頃
の
悩
み
を
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。　

○
日
時　

7
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階　

研
修
室

○
内
容　
「
介
護
家
族
の
気
を
楽
に

　
　
　
　

  

す
る
」

○
講
師　

社
会
福
祉
法
人
喜
成
会

　
　
　
　

長な
が
も
り森　

秀ひ
で
た
か尊　

氏

○
対
象
者　

認
知
症
の
方
を
介
護
さ

　

れ
て
い
る
ご
家
族
や
関
係
者

※
認
知
症
の
方
ご
本
人
の
参
加
に
つ

い
て
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費　

無
料

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
内
線
１
９
５
）

環
境
・
エ
コ

地
球
と
財
布
に
や
さ
し

い
お
買
い
も
の
を

　

毎
日
の
お
買
い
も
の
で
も
、
ほ
ん

の
少
し
エ
コ
を
意
識
す
れ
ば
、
ご
み

の
量
は
減
り
、
出
費
も
抑
え
ら
れ
ま

す
。

○
必
要
な
物
を
必
要
な
分
だ
け
買
う

・
買
い
物
か
ご
へ
入
れ
る
前
に

　

本
当
に
今
買
う
必
要
が
あ
る
の
か

ど
う
か
、
買
い
物
か
ご
に
入
れ
る
前

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
ち
ょ
う
ど
い
い
量
を

　

必
要
以
上
の
量
を
買
っ
て
、
使
い

切
れ
ず
に
余
ら
せ
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

○
ご
み
に
な
り
に
く
い
商
品
選
び

・
詰
め
替
え
用
商
品
を
選
ぶ

　

詰
め
替
え
用
は
、
値
段
が
少
し
安

く
な
っ
て
い
る
の
で
お
得
で
す
。

・
お
つ
と
め
品
で
上
手
に
買
い
物

　

お
つ
と
め
品
の
よ
う
な
賞
味
・
消

費
期
限
が
短
い
商
品
を
選
べ
ば
、
安

く
買
え
て
、廃
棄
処
分
も
防
げ
ま
す
。

○
ご
み
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

・
エ
コ
バ
ッ
グ
持
参
で
レ
ジ
袋
削
減

　

家
に
帰
れ
ば
、
レ
ジ
袋
は
ご
み
に

な
る
場
合
が
多
い
で
す
。
エ
コ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
を
持
ち
帰

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

【
ご
み
の
搬
入
時
間
︼

・
月
～
金　

 

午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
　
　
　
　

３
時

 　
　
　
　

  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
の
「
そ
の
他
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
衣
類
」
の
中
に
粗

大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装
ケ
ー

ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」
に
は

毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン
等
の

布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は
指
定

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
     6日・20日

（第１・３水曜）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
  13日・27日

（第２・４水曜）
毎週木曜日

7 月の不燃物と資源ごみの回収予定日

　
　
（
内
線
１
９
７
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
０
８
１
４ 　

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま
す

と
、
火
災
の
原
因
に
な
る
、
花
粉
が

飛
散
す
る
等
、
周
辺
住
民
の
住
環
境

や
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

空
き
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
周

辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、

責
任
を
持
っ
て
雑
草
除
去
を
行
っ
て

い
た
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）　

空
き
地
等
雑
草
除
去
に

つ
い
て
お
願
い
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

地
球
温
暖
化
対
策
シ
リ
ー
ズ
98
回

夏
の
節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
　

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
節

電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
厳
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
大
量
の
電
力
需
要
に
よ
り

電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
次
の
節
電
の
取
り
組
み

例
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
節
電

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
節
電
の
取
り
組
み
例

・
Ｏ
Ａ
機
器
は
、
使
わ
な
い
間
は
コ

　

ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
お
く
。

・ 

夏
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
心
が
け
る
。

・
扇
風
機
を
併
用
し
、
エ
ア
コ
ン
の

　

設
定
温
度
を
上
げ
る
。

・
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
こ

　

ま
め
に
掃
除
す
る
。

・
窓
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
カ
ー
テ
ン
・

　

遮
熱
フ
ィ
ル
ム
等
を
活
用
し
、
日

　

差
し
を
調
整
す
る
。

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
の
ご
紹
介

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
、
資
源
の

節
約
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
環
境
保

全
型
商
品
の
販
売
な
ど
「
環
境
に
や

さ
し
い
」
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
市
内
の
小
売
店
、
事
業
所
等

を
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

に
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
以
下
の
７
店
舗
・
４
事
務

所
を
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
コ
オ
フ
ィ

ス
に
認
定
し
て
い
ま
す
。（
平
成
28

年
４
月
現
在
）

○
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ

・
有
限
会
社
ス
ー
パ
ー
ネ
ゴ
ロ

・
ミ
レ
ニ
ア
シ
テ
ィ
岩
出
店

・
オ
ー
ク
ワ
岩
出
西
店

・
ザ
・
ロ
ウ
ズ
岩
出
北
店

・
紀
泉
屋
ま
す
だ
酒
店

・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

・
根
来
さ
く
ら
の
里

○
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

・
き
の
く
に
信
用
金
庫
岩
出
支
店

・
株
式
会
社
南
都
銀
行
岩
出
支
店

・
近
畿
労
働
金
庫
那
賀
支
店

・
株
式
会
社
紀
陽
銀
行
岩
出
支
店

　

こ
れ
ら
の
お
店
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
資
源
ご
み
の
店
頭
回
収
や

簡
易
包
装
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
事
業
所
で
は
、
空
き
缶
、
空
き

ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
分
別
及

び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
な
ど
、
ご
み
の
減
量
や
資
源

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）

・
エ
ア
コ
ン
は
、
外
出
30
分
前
に
消

　

し
、
使
用
時
間
を
短
く
す
る
。

・
昼
間
は
照
明
を
控
え
る
等
、
状
況

　

に
合
わ
せ
た
照
度
に
す
る
。

・
テ
レ
ビ
の
照
度
を
暗
く
し
、
見
な

　

い
と
き
は
、
本
体
の
主
電
源
を
切

　

る
。

・
朝
と
夕
方
に
打
ち
水
を
す
る
。

・
窓
に
す
だ
れ
や
よ
し
ず
を
設
置
す

　

る
。

・
冷
蔵
庫
等
は
壁
か
ら
適
切
な
距
離

　
（
5
㎝
以
上
）
を
あ
け
、
必
要
以

　

上
に
詰
め
込
ま
な
い
。

※
熱
中
症
等
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
健
康
に
影

響
の
な
い
範
囲
で
お
願
い
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

ご
み
な
ど
の
野
焼
き
は

や
め
て

　
「
近
所
の
野
焼
き
の
煙
が
、
家
の

中
に
入
っ
て
き
て
迷
惑
し
て
い
る
」

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き
（
ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
も
含
む
）
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

煙
や
悪
臭
に
よ
り
近
所
迷
惑
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
の
健
康

へ
の
問
題
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
火
災
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、「
風

俗
慣
習
上
や
宗
教
上
の
行
事
」・「
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
」・「
た
き
火
な
ど
の
軽
微

な
も
の
」
な
ど
で
す
。
例
外
で
あ
っ

て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で
は
、

風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る
な

ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
ご
み
袋
配
布

　

岩
出
市
内
の
道
路
、
河
川
、
公
園

等
の
公
共
区
域
の
清
掃
を
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
は
、

市
役
所
に
て
事
前
に
申
請
を
い
た
だ

い
た
上
で
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用

（
黄
色
）
の
ご
み
袋
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
清
掃
後
に
余
っ
た

ご
み
袋
は
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
団
体

　

区
・
自
治
会
、
子
ど
も
会
、
老
人

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
営
利
を
目
的

犬
・
猫
の
飼
育
は
飼
い

主
の
責
任
と
愛
情
で

○
犬
は
、
綱
や
鎖
で
つ
な
い
で
飼
う

　

か
、
柵
・
ゲ
ー
ジ
の
中
や
室
内
で

　

飼
っ
て
く
だ
さ
い
！

○
散
歩
時
は
、
必
ず
犬
を
引
き
綱
や

　

鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
鑑
札
、
注
射
済
票
は
必
ず
犬
の
首

　

輪
な
ど
に
付
け
ま
し
ょ
う
！

○
万
が
一
の
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

　

き
、「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
が
迷

　

い
犬
札
に
な
り
ま
す
。

○
ふ
ん
尿
の
後
始
末
を
確
実
に
行
い

　

悪
臭
等
で
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
か

　

け
な
い
よ
う
に
飼
養
し
て
く
だ
さ

　

い
！

○
散
歩
時
は
、
ふ
ん
袋
や
尿
を
洗
い

　

流
す
水
を
携
帯
し
て
、
排
泄
物
を

　

適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

○
鳴
き
声
で
周
辺
住
民
に
迷
惑
を
か

　

け
な
い
よ
う
、
無
駄
吠
え
を
さ
せ

　

な
い
し
つ
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
猫
の
ふ
ん
尿
等
で
困
っ
て
い
る
と

　

い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
室

　

内
で
の
飼
養
に
努
め
、
飼
い
猫
が

　

周
辺
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

と
し
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
。

○
申
請
受
付

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時　

※
予
約
不
要

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階　

研
修
室

問　

和
歌
山
募
集
案
内
所

　

☎
０
７
３
‐
４
３
２
‐
４
４
７
９

募　

集

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら

せ
【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）】

〇
受
付
期
間

　

男
子
…
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お

　
　
　
　

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

女
子
…
８
月
１
日
（
月
）
～
９
月

　
　
　
　

８
日
（
木
）　

〇
受
験
日

　

男
子
…
受
付
時
に
お
知
ら
せ

　

女
子
…
９
月
23
日
（
金
）
～
27
日

　
　
　
　
（
火
）
の
う
ち
指
定
す
る

　
　
　
　

１
日

〇
受
験
資
格

　

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

　

 

以
上
27
歳
未
満
の
者

〇
試
験
種
目

　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会

　

及
び
作
文
）
口
述
試
験
、
適
性
検

　

査
、
身
体
検
査

【
一
般
曹
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）】

〇
受
付
期
間
（
男
子
・
女
子
共
通
）

　

８
月
１
日（
月
）～
９
月
８
日（
木
）

〇
受
験
日

　

一
次
試
験
…
９
月
16
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

17
日
（
土
）
の
う
ち

　
　
　
　
　
　

指
定
す
る
１
日

　

二
次
試
験
…
10
月
６
日
（
木
）
～  

　
　
　
　
　
　

12
日
（
水
）
の
う
ち

　
　
　
　
　
　

指
定
す
る
1
日

〇
受
験
資
格

　

平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
、
18
歳

　

以
上
27
歳
未
満
の
者

〇
試
験
種
目

　

一
次
試
験
…
筆
記
試
験
（
国
語
、

　
　
　
　
　
　

数
学
、
英
語
、
作
文

　
　
　
　
　
　

７
０
０
字
程
度
）

　

二
次
試
験
…
口
述
試
験
及
び
身
体

　
　
　
　
　
　

検
査

【
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生
（
男

子
・
女
子
）】

〇
受
付
期
間
（
男
子
・
女
子
共
通
）

　

８
月
１
日（
月
）～
９
月
８
日（
木
）

〇
受
験
日

　

一
次
試
験
…
９
月
22
日
（
金
・
祝
）

　

二
次
試
験
…
10
月
15
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

20
日
（
木
）
の
指
定

　
　
　
　
　
　

す
る
１
日

〇
受
験
資
格

　

平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
、
18
歳

　

以
上
21
歳
未
満
の
者

〇
試
験
種
目

　

一
次
試
験
…
筆
記
試
験
（
国
語
、

　
　
　
　
　
　

数
学
、
英
語
、
地
理

　
　
　
　
　
　

歴
史
、
公
民
又
は
理

　
　
　
　
　
　

科
の
う
ち
か
ら
１
科

　
　
　
　
　
　

目
）、
適
性
検
査

　

二
次
試
験
…
航
空
身
体
検
査
（
一

　
　
　
　
　
　

次
試
験
合
格
者
の
み

　
　
　
　
　
　

行
い
ま
す
。）

【
募
集
説
明
会
】

○
日
時　

7
月
23
日
（
土
）

講
座
・
催
し

成
　
人
　
講
　
座

○
教
養
講
座

　
「
生
と
死
を
見
つ
め
て
41
年
」

○
日
時　

７
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
講
師　

医
療
法
人
愛
晋
会
中
江
病

　
　
　
　

院
看
護
部
長　

　
　
　
　

亀か
め
だ田　

美み

え

こ
恵
子　

氏

問　

生
涯
学
習
課  
生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
４
）

ふ  

れ  

あ  

い  

学  

級

○
歴
史
講
座

　
「
地
名
か
ら
見
た
岩
出
市
」

○
講
師　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯

　

学
習
課
文
化
財
係
係
長　

　

本ほ
ん
だ多　

元も
と
な
り成　

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
根
来
学
園

　

日
付　

7
月
4
日
（
月
）

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
付　

7
月
6
日
（
水
）

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
付　

7
月
11
日
（
月
）

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
付　

7
月
13
日
（
水
）

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
付　

7
月
20
日
（
水
）

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

問
　
生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進
係

　
　
（
内
線
２
８
４
）

夏
休
み
子
ど
も
体
験
学

習
会
の
参
加
募
集

　

学
習
会
で
は
、
軟
ら
か
い
石
を

削
っ
て
、
き
れ
い
な
勾
玉
を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
古
代
の
歴
史
や
そ
の
当

時
の
人
々
の
く
ら
し
ぶ
り
も
学
習
し

ま
す
。
作
っ
た
勾
玉
は
持
ち
帰
れ
ま

す
。

○
対
象
者　

小
学
４
・
５
・
６
年
生

○
日
時　

・
７
月
学
習
会　

７
月
24
日
（
日
）

・ 

８
月
学
習
会　

８
月
11
日（
木
・
祝
）

　

午
前
の
部
…
午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分
～
３

　
　
　
　
　
　

時
30
分

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

○
費
用　

無
料

○
定
員　

各
月
、
各
部
と
も
、
20
名

※
先
着
順
（
各
月
と
も
定
員
に
な
り

　

次
第
締
切
）

※
資
料
館
ま
で
の
行
き
帰
り
に
つ
い

　

て
は
、
保
護
者
の
方
に
お
願
い
し

　

ま
す
。
保
護
者
の
方
の
学
習
会
の

　

見
学
は
可
能
で
す
。

○
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
金
）
～
17
日
（
日
）

　

８
月
学
習
会
の
募
集
期
間
は
、
７

　

月
31
日
（
日
）
ま
で

○
申
込
方
法

　

岩
出
市
の
公
共
施
設
に
配
布
し
て

　

い
る
参
加
申
込
書
を
直
接
民
俗
資

　

料
館
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な

　

お
、
郵
送
ま
た
は
、
電
話
で
の
申

　

込
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
荒
天
で
警
報
が
出
た
場
合
は
、
中

　

止
と
し
ま
す
。

○
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
で
す
。

申
・
問　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　

〒
６
４
９
‐
６
２
０
２　

岩
出
市

　

根
来
２
３
０
６
番
地
の
１

　

☎
63
‐
１
４
９
９
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩
出
市
文
化
協
会
に
よ

る
作
品
展
示

　

岩
出
市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
、
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、｢

俳
画
ク
ラ
ブ｣
と
「
文

協
俳
句
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
展
示

で
す
。

○
期
間

・
俳
画
ク
ラ
ブ

　

７
月
３
日
（
日
）
～
15
日
（
金
）

・
文
協
俳
句
会

　

７
月
16
日
（
土
）
～
31
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
の

　

展
示
と
な
り
ま
す
。）

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午

後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

○
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
で
す
。

問　

岩
出
市
文
化
協
会
事
務
局
（
生

　
　

涯
学
習
課
内
）（
内
線
２
８
５
）

民
踊
講
習
会
（
盆
踊
り
）

を
開
催
し
ま
す

○
日
時　

7
月
23
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

2
階　

小
ホ
ー
ル

地
区
別
人
権
学
習
会
を

開
催
し
ま
す

　

人
権
教
育
啓
発
の
一
環
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
理

解
や
認
識
を
深
め
、
一
人
ひ
と
り
が

心
豊
か
で
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
市
内
６
か
所
で
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
日
時
お
よ
び
場
所

・
7
月
19
日
（
火
）
午
後
7
時
～

　

岩
出
地
区
公
民
館
大
会
議
室

・
7
月
26
日
（
火
）
午
後
7
時
～

　

根
来
地
区
公
民
館
大
会
議
室　
　

・
8
月
5
日
（
金
）
午
後
7
時
～

　

山
崎
地
区
公
民
館
大
会
議 

・
8
月
18
日
（
木
）
午
後
7
時
～

　

紀
泉
台
地
区
公
民
館
大
会
議
室

・
8
月
22
日
（
月
）
午
後
7
時
～

　

上
岩
出
地
区
公
民
館
大
会
議
室

・
8
月
23
日
（
火
）
午
後
7
時
～

ふ
ら
っ
と
シ
ア
タ
ー

　

黒
木
和
雄
監
督
が
井
上
ひ
さ
し
の

同
名
戯
曲
を
映
画
化
し
た
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ド
ラ
マ
「
父
と
暮
ら
せ
ば
」
を
左

記
の
と
お
り
上
映
し
ま
す
。
戦
後
の

広
島
で
生
き
る
娘
と
幽
霊
と
な
っ
て

現
れ
た
父
と
の
親
子
の
4
日
間
を
通

し
て
、
生
命
の
尊
さ
を
問
い
か
け
ま

す
。

○
日
時　

８
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

※
入
場
は
無
料
（
先
着
１
０
０
名
）

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課  

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
２
１
）

　
　

岩
出
図
書
館
☎
62
‐
７
２
２
２

自
由
研
究
応
援
　
夏
休

み
電
気
教
室
参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

○
日
時　

８
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
15
分
～

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

大
会
議
室

○
講
師　

村む
ら
さ
き崎　

隆た
か
し志　

氏

　
　
　
　
（
県
立
き
の
く
に
青
雲
高

　
　
　
　
　

校
教
頭
）

○
対
象　

小
中
学
生
（
小
学
３
年
生

　
　
　
　

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

○
材
料
費　

５
５
０
円
（
実
験
セ
ッ

　
　
　
　
　

ト
代
）

○
申
込
み　

７
月
９
日
（
土
）
か
ら

　
　
　
　
　

受
付
開
始

　

岩
出
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申

し
込
み
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
、
材
料
費
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
お
申
し
込
み
の
方
は
、
7

月
31
日
（
日
）
ま
で
に
岩
出
図
書
館

に
材
料
費
を
持
参
く
だ
さ
い
。

○
講
師　

　

竹
垣
流
舞
踊
家
元

　
　
　
　

竹た
け
が
き垣　

な
す
み　

先
生

○
費
用　

無
料

※
岩
出
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　

主
催

問　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　
　

松
見
☎
62
‐
５
２
１
１

　

中
央
小
学
校
会
議
室

○
演
題　

　
「
こ
ど
も
に
笑
顔
を
～
こ
ど
も
の

　

心
を
受
け
止
め
、
育
み
、
活
か
す

　

た
め
に
」

○
講
師　

和
歌
山
診
療
フ
ィ
ス　

　
　
　
　

上う
え
の野　

和か
ず
ひ
さ久　

氏

問　

福
祉
課  

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
２
１
）

※
手
話
通
訳
を
ご
希
望
の
方
は
、
７

月
20
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

教
室
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
高

校
生
・
大
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

市
長
公
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

岩
出
図
書
館
☎
62
‐
７
２
２
２

　
　

市
長
公
室
男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
（
内
線
１
１
８
）

　問　市役所　総務課  総務係（内線 131）

　　　和歌山バス那賀（株）☎ 75-2151
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

講
演
会
開
催
の
お
知
ら

せ
　
「
障
害
」
の
理
解
・
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

○
障
害
者
差
別
解
消
法
っ
て
何
？

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
「
障
害

者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
す
べ
て
の
国
民
が
「
障
害
」
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
お
互
い
に
人
格
を
尊
重
し

合
え
る
よ
う
な
共
生
社
会
を
目
指

し
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

○
日
時　

７
月
12
日
（
火
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所　

紀
の
川
市
役
所　

　
　
　
　

５
階　

５
０
１
室

○
講
師　

紀
北
は
し
も
と
法
律
事
務

　

所
弁
護
士　

堀ほ
り
え江　

佳よ
し
じ史　

氏　

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
必
要
な

方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

麦
の
郷　

紀
の
川
支
援
セ

　

ン
タ
ー
☎
78
‐
２
８
０
８
（
平
日

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

　
　

78
‐
２
８
０
７

【
子
ど
も
防
災
博
士
応
急
手
当
講
座
】

○
日
時　

８
月
７
日
・
８
月
21
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

○
対
象
　
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

○
内
容　

応
急
手
当
の
知
識
や
技
術

【
普
通
救
命
講
座
】

○
日
時　

９
月
４
日
・
10
月
２
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

○
対
象　

中
学
生
以
上

○
内
容　

救
命
に
必
要
な
技
術

【
お
こ
の
み
講
座
】

○
日
時　

毎
月
第
１
日
曜
日
午
後
～

○
内
容　

各
種
の
防
災
体
験
学
習

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
61
‐
７
２
５
９

　岩出市・紀の川市では、平成 14 年度から共同で、両市役所や公立那

賀病院、貴志川・桃山方面を結ぶ「紀の川コミュニティバス」を運行し

ています。

　今回、紀の川コミュニティバスの魅力・利便性を再発見していただく

ため、岩出市・紀の川市・和歌山バス那賀株式会社で、合同の利用啓発

を行います。

　この記事の裏面に平成 28 年 7 月 22 日（金）～平成 28 年 7 月 31 日（日）

限定で利用できる無料乗車券（1 回分）を印刷していますので、この記

事を切り取ってご利用ください。※無料乗車券は上記期間のみ有効で

す。

※ご利用は 1 枚につき 1 回です。複数人・複数回のご利用はできません。

※紀の川コミュニティバス以外の路線（岩出市巡回バス・一般路線バス

　等）でのご利用はできません。

岩出市・紀の川市合同企画
「紀の川コミュニティバス」に乗ろう！

夏
休
み
親
子
わ
く
わ
く

木
工
工
作
体
験

○
日
時　

7
月
30
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
45
分
～
正
午

○
場
所　

下
市
町
森
林
公
園
や
す
ら

　
　
　
　

ぎ
村
（
奈
良
県
下
市
町
西

　
　
　
　

山
５
５
０
）

※
現
地
集
合

※
駐
車
場
あ
り
。
雨
天
決
行
。

○
費
用　

無
料

○
対
象　

小
学
生
の
子
ど
も
と
そ
の

　
　
　
　

保
護
者

○
定
員　

10
組
程
度

　
　
　
　
（
１
組
５
人
ま
で
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
申
込
締
切　

７
月
15
日
（
金
）

○
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー  

　

ル
で
（
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
住

　

所
・
電
話
番
号
・
年
齢
（
学
年
）・

　

特
典
へ
の
参
加
の
有
無
、
現
地
ま

　

で
の
集
合
方
法
を
記
入
）

※
特
典
…
丹
生
川
上
神
社
下
社
の
参

拝
。
午
前
9
時
45
分
に
現
地
集
合
。

参
拝
者
に
は
、
下
市
温
泉
明
水
館
入

館
券
・
入
浴
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

移
動
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問　

市
長
公
室  

企
画
調
整
係

　
（
内
線
１
１
３
）

　
　

63
‐
５
２
２
９　

　

e-m
ail:koushitsu@

city.iw
ade.

　

lg.jp

○
日
時　

毎
月
第
１
日
曜
日

○
場
所　

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー

那
賀
消
防
組
合

　
　
　
日
曜
消
防
講
座

第
6
回
岩
出
舞
踊
ま
つ
り

震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　

復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
日
時　

７
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館　

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

○
入
場　

無
料

○
内
容　

舞
踊
・
銭
太
鼓
・
南
京
玉

　
　
　
　

す
だ
れ
・
根
来
の
子
守
唄

　
　
　
　

・
バ
レ
エ
・
歌
等　

問　

米
谷
☎
62
‐
０
７
７
７

FAX

FAX

　問　市役所　総務課  総務係（内線 131）

　　　和歌山バス那賀（株）☎ 75-2151
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

お
知
ら
せ

切   り   取   り   線

紀の川コミュニティバス無料乗車券
（大人、小児、障害者割引適用の方共通）

利用可能期間：平成 28 年 7 月 22 日（金）～平成 28 年 7 月 31 日（日）

※無料乗車券は上記期間のみ有効です。
※ご利用は 1 枚につき 1 回です。複数人・複数回のご利用はできません。
※他の路線（岩出市巡回バス、紀の川市地域巡回バス等）でのご利用はできません。
※現金及び回数券への交換はできません。

3
位　

藤
澤
和
代

※
岩
出
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

精
神
障
害
者
家
族
教
室

の
ご
案
内

○
講
演　
「
使
え
る
★
福
祉
制
度
」

○
日
時　

７
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
2
時
～
4
時

○
場
所　

橋
本
保
健
所

　
　
　
　

２
階　

会
議
室

○
講
師　

橋
本
市
役
所
精
神
保
健
福

　
　
　
　

祉
士　

佳か
や
ま山　

龍た
つ
お雄 

氏

問　

岩
出
保
健
所  

保
健
福
祉
課　

　
　

☎
61
‐
０
０
２
１

　
　
　

62
‐
８
７
２
０

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い

て
お
知
ら
せ

【
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

受
付
の
終
了
に
つ
い
て
】

　

岩
出
市
の
申
請
受
付
は
7
月
21
日

（
木
）
で
終
了
し
ま
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
申
請

書
を
受
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
申
請
さ
れ
る
方
は
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着
で

す
。

　

支
給
要
件
等
詳
し
く
は
、
岩
出
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
受
付
に
つ
い
て
】

○
対
象
者

　

平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
（
均
等

　

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方　

※
市
県
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
等
は
除
き

ま
す
。

○
支
給
額

　

1
人
に
つ
き　

３
，
０
０
０
円

○
申
請
期
間

　

８
月
15
日
～
平
成
29
年
2
月
15
日

　
（
終
了
予
定
）

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
市
役

所
か
ら
申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
。

【
低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
者
向
け
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付
に
つ
い

て
】

○
対
象
者

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
対 

　

象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
4
月
分

　

ま
た
は
5
月
分
の
障
害
基
礎
年
金

　

ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を

　

受
け
る
方

※
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
の
受

取
り
に
つ
い
て

　

交
付
通
知
書
が
自
宅
に
届
い
た
方

に
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
行

い
ま
す
。
次
の
日
程
で
開
庁
し
、
交

付
を
行
い
ま
す
。

　

平
日
（
月
～
金
曜
日
）
に
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
受
取
り
が
困
難
な
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

7
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

○
場
所　

岩
出
市
役
所
市
民
課

問　

市
民
課  

市
民
係

　
　
（
内
線
１
６
０
）

FAX

○
支
給
額

　

1
人
に
つ
き　

３
０
，
０
０
０
円

○
申
請
期
間

　

8
月
15
日
～
平
成
29
年
2
月
15
日 

　
（
終
了
予
定
）

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
市
役

所
か
ら
申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐

　

１
１
９
２
‐
59

　
（
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

岩
出
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp/

fukushi/nenkinrinji2016.htm
l

切   り   取   り   線
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大
会
結
果

〔住所〕〒649‐6211　岩出市東坂本672

〔電話〕62-4029　〔FAX〕63-2570　

〔HP〕http://www.w-botanicalgarden.jp

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

7月の休園日

      5日（火）、12日（火）
   19日（火）、26日（火）

【展示会】
7月2日(土)～3日(日) 古典植物と山野草展 即売あり。　最終日は午後4時30分まで

7月2日(土)～3日(日) 寒らん・春らん新芽と柄物展 即売あり。　最終日は午後3時45分まで

【教　室】

7月10日(日) ７月の寄せ植え教室 午後1時30分～3時
参加費1,800円　事前申込要

【イベント】

7月9日(土)～31日(日) 園内花と緑の写真コンテスト受付 参加費200円
詳細はお問合せください。

7月30日(土)、31日(日) 夏休み木工クラフト体験 午前10時～午後3時 （受付：午後2時まで）
参加費200円～ 　事前申込不要

第
39
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
市
民

交
流
大
会

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

岩
出
警
察
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

第
26
回
岩
出
市
民
テ
ニ

ス
大
会

　

子
供
の
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
！

○
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

　

夏
休
み
で
、
外
で
遊
ぶ
機
会
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
こ
の
時
期
、
子
供

が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事
故
も
例

年
、
多
発
し
ま
す
。

○
子
供
の
交
通
事
故
の
原
因
は
﹃
飛

　
び
出
し
﹄
が
大
半
で
す
︒

・
家
か
ら
道
路
に
出
る
前
に
「
と
ま

　

る
」

・ 

道
路
を
横
断
す
る
際
に
「
と
ま
る
」

・
信
号
が
青
色
で
も
交
差
点
を
横
断

　

す
る
際
に
「
と
ま
る
」
を
心
が
け

　

る
よ
う
に
指
導
し
て
あ
げ
て
く
だ

　

さ
い
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ま
へ

　

子
供
た
ち
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い

所
か
ら
飛
び
出
し
て
き
ま
す
。

　

子
供
の
姿
を
見
か
け
た
ら
、「
飛

び
出
し
て
く
る
か
も
」
と
予
測
し
、

子
供
の
動
き
を
よ
く
確
認
し
な
が
ら

運
転
し
ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
ら
・
・
・

　

す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
（
１
１
０

番
）
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

岩
出
警
察
署  

交
通
課

　
　

☎
63
‐
０
１
１
０

○
日
時　

5
月
12
日
（
木
）

○
場
所　

根
来
若
も
の
広
場

○
男
子
の
部　
（
55
名
参
加
）

１
位
　
田
中
壽
夫

２
位　

山
根
秀
樹

３
位　

武
田
弘

○
女
子
の
部　
（
41
名
参
加
）

１
位
　
大
西
美
智
子

２
位　

福
田
利
子

３
位　

田
中
静
香

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
協
会
主
催

3
位　

藤
澤
和
代

※
岩
出
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

第
21
回
岩
出
市
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

○
日
時　

４
月
20
日
（
水
）

○
場
所　

紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▽
男
性
の
部

１
位
　
塩
谷
佳
治

2
位　

大
槻
光
宣

3
位　

吉
田
訓
士

▽
女
性
の
部

１
位
　
門
川
エ
ツ
子

2
位　

辻
本
純
子

○
日
時　

4
月
24
日
（
日
）

○
場
所　

根
来
総
合
運
動
広
場　
　

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

1
位
　
古
川
登
・
西
田
勝
彦

2
位　

梶
秀
和
・
足
立
治
雄

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

1
位
　
木
下
み
ど
り
・
澤
本
真
理
子

2
位　

藤
井
佳
代
・
大
島
知
香

※
岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会
主
催

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

4
月
定
例
会

○
日
時　

4
月
30
日
（
土
）

○
場
所
　
大
宮
神
社
境
内
練
習
場

▽
ト
リ
プ
ル
ス
の
部

１
位
　
大
塚
勲
・
大
津
留
紀
之

　
　
　
・
瀧
藤
市
子
　
　　
　
　
　

２
位　

田
和
順
子
・
大
島
瞭
子

　
　
　

・
西
川
勝
美

３
位　

浜
野
幸
雄
・
浦
畑
久
子

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催

ハス観賞特別早朝開園が実施されます。
7 月 9 日（土）、10 日（日）、16 日（土）、17 日（日）、18 日（月・祝）各日午前 7 時開園



PB

問　 保健推進課☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 28 年 3 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

25 日（月）・26 日（火）

■ 7 か月児（平成 27 年 12 月生）
19 日（火）・20 日（水）

■ 1 歳 8 か月児

  5 日（火）・   6 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児

  8 日（金）・15 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児

  5 日（火）・   6 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児

  8 日（金）・15 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00

11 日（月）

内容：離乳食について

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

7 月

育て子
コーナー

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　

い
わ
で
っ
子

8 月 対         象 あそび 時間 場所 定員

  1 日（月）

15 日（月）

２歳児

（平成 25 年 4 月 2 日生

～平成 26 年 4 月 1 日生） プール・水遊び（雨天：

サーキット） 午前 10 時 30 分～

　　11 時 30 分

　総合保健福祉

　センター

15 組

  9 日（火）

23 日（火）

１歳児

（平成 26 年 4 月 2 日生

～平成 27 年 4 月 1 日生）

10 組

  5 日（金）

19 日（金）

0 歳児

（平成 27 年 4 月 2 日以

降に生）

プール・水遊び（雨天：

ふれあい遊び）
10 組

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
開
始
日

・
0
歳
児
…
7
月
6
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
…
7
月
7
日
（
木
）
～　

・
2
歳
児
…
7
月
8
日
（
金
）
～　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
61
‐
２
９
８
３

（平成 26 年 11 月生）  

（平成 24 年 12 月生）

（平成 27 年 8 月生）

（平成 25 年 12 月生）

　　　　　　　　（予約制）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

パパママ教室（妊婦教室）
受付時間 9:45 ～ 10:00

27 日（水）

内容：4 か月までの赤ちゃんと

　　　　　　　　（予約制）

お母さんの体操

ひとり親家庭等医療費受給者証・重度心身障
害児者医療費受給者証の更新が必要です　
　現在交付しています「ひとり親家庭等医療費受給者証」と「重度心身障害児
者医療費受給者証」の有効期限が 7 月 31 日まで（一部例外あり）となってい

ます。

　つきましては、８月１日以降お使いいただける受給者証を交付するため、下

記の日程で更新作業を行いますので、手続きをお願いいたします。

○期間　７月４日（月）～ 7 月 29 日（金）

○時間　午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分

○場所　岩出市役所　１階　保険年金課
※「重度心身障害児者医療費受給者証」の更新については、６月送付の更新申

請書用紙と必要書類を同封の返信用封筒で郵送することもできます。

問　保険年金課  保健医療係（内線 167・184）

子ども医療費受給資格証の更新月です
　現在交付しています「子ども医療費受給資格証」の有効期限が 7 月 31 日ま
でとなっています。

　つきましては、小学校就学前のお子さんをお持ちの世帯には、８月１日以降

お使いいただける受給資格証を７月中旬までに送付します。（手続きの必要は

ありません。）

　なお、保護者が平成 28 年 1 月 1 日現在で岩出市の住民でない場合で、当市

にて所得確認ができない場合は、所得証明書の提出が必要となります。

　提出が必要な方には所得証明書提出の案内を個別に送付しています。

問　保険年金課  保健医療係（内線 167・184）

2016・7　広報いわで　　20
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相談 日時 場所 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

5日（火）・19日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター

3階　会議室A
　悪質訪問販売や架空請求、貸金業者
からの借金問題などの消費者問題に
ついてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
（内線114）

消費生活相談
（紀の川市開設）

13日（水）・27日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階相談室（小）

紀の川市商工観
光課☎79-3919

行政相談
20日（水）
午後1時～3時

山崎地区公民館

第1会議室

　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続等、どんなことでもお気
軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

人権相談
12日（火）
午後1時～4時

総合保健福祉センター

　人権問題ではないだろうか？と感

じたときは、気軽にご相談ください。

　人権擁護委員が相談に応じます。

福祉課  人権啓
発係（内線321）

教育相談
月～金
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎小学校・山崎北小学校
　・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○岩出市青少年センター

　
　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・青少年センター
☎61-7007

・教育総務課
 （内線290）

○適応指導教室「フレンド」
　岩出市立の小中学校に在籍する児
童生徒の、不登校や子育てに関する相
談を受け付けています。

・適応指導教室 
☎62-0892

子育て相談

月～金
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室 　子育ての悩みなどの相談を受け付

けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室☎
073-441-0808毎週木曜日

午後2時～4時
公立那賀病院

健康相談
毎週月曜日
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

ふれあい専門
相談

毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・行政・
労働問題など

社会福祉協議会

☎63-3246
ふれあいなん
でも相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困7
月

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果
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生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 282・283）

青少年健全育成 コーナー

　岩出市の未来を担う青少年の健やかな成長は、市民すべての願

いです。

　近年、少子化や情報化が急速に進展し、様々な要因から青少年

を取り巻く環境は一段と厳しくなってきています。岩出市におい

ても、都市化の進展とともに地域や世代を超えた人と人とのつな

がりが年々希薄になり、加えて、家庭での教育力や規範意識の低

下等による青少年の問題行動やインターネット関係のトラブルな

ども増加しており、非行件数も依然高い傾向にあり憂慮されてい

ます。

　夏場は、長期の休みなどで活動時間と範囲が広がり、商業施設

等に青少年が多く集まるなど、非行や犯罪被害の発生が多くなる

ことが予想されます。特に７月、８月を「夏の子どもを守る運動」

期間と定め、岩出市青少年育成市民会議をはじめ、各種団体や地

域社会が一体となり、市民総ぐるみで青少年の非行防止、併せて

交通事故や水の事故等の防止を図り、夏の子どもたちが健やかに

育つよう様々な活動を実施します。

2016・7　広報いわで　　22

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

夏の子どもを守る運動
［期間：7 月 1 日（金）～ 8 月 31 日（水）］

【主な活動】

　・夏休み中の子どもを守るための街頭啓発　　　　　　　　　　・市内巡回パトロール
　・街頭補導（夜間街頭補導・いわで夏まつり街頭補導など）

「青少年の非行・被害防止全国強調月間」

　全国的に７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」と定められ、共通理解と認識の下に、関係する事業を

集中的に実施します。今回、その一環として、下記のとおり講演会を開催しますので、ぜひご参加ください。

○日時　7 月 20 日（水）午後 7 時から

○場所　岩出市総合保健福祉センター　3 階　多目的ホール

○演題　「地域を安全に暮らすために！」

○講師　橋本市民病院渉外担当課長

　　　　和歌山家庭裁判所　家事調停委員

　　　　中
なかまえ

前　光
み つ お

生　氏

　　　　

○主催　岩出市青少年育成市民会議

　　　　岩出市教育委員会
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み
ん
な
一
緒
で
み
ん
な
平
等

（平成 27 年発表当時の学年です）
根来小学校 6 年

小
こに し

西　哉
かな た

太 4/8回

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

　

昨
年
、
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
リ
ー
グ
の

チ
ー
ム
の
一
つ
で
あ
る
「
浦
和
レ
ッ

ズ
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
横
断
幕
に

「
黒
人
は
、
入
っ
て
く
る
な
」
と
い

う
内
容
を
書
い
て
つ
る
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
人
種
差
別
だ
と
思
っ

た
の
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
、
今
ま
で
何
度
か
テ
レ
ビ
で

人
種
差
別
に
つ
い
て
観
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
差
別
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
ど
ん

な
気
持
ち
に
な
り
、
ど
れ
だ
け
の

人
々
が
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
地
球
上
に
こ

の
よ
う
な
差
別
を
受
け
て
い
る
人
が

何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ

の
国
に
よ
り
は
だ
の
色
が
ち
が
い
ま

す
。
も
し
、
み
ん
な
差
別
を
受
け
て

い
る
と
し
た
ら
、
こ
の
世
界
は
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
種
差
別
に
つ
い
て
僕
が
考
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
も
う

一
度
世
界
中
の
人
々
が
人
権
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
人
権
と
は
、
人

と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
の

こ
と
で
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
社
会
的
人
権
だ
か
ら
で

す
。
国
籍
や
見
た
目
が
ち
が
う
た
め

に
、
た
だ
一
つ
の
差
別
に
よ
っ
て
、

人
は
ど
れ
だ
け
傷
つ
く
の
か
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

　

人
権
と
い
う
中
で
起
こ
っ
て
い
る

差
別
を
知
っ
た
今
、
大
人
に
な
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
国
が
違
う

か
ら
と
い
っ
て
、
人
種
差
別
な
ど
と

い
う
こ
と
は
決
し
て
や
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
人
種
差
別
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
差
別
は
何
が
あ
っ
て
も
や
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
も
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
を
書
い
て
い
る
う
ち

に
、僕
の
心
の
中
で
『
人
権
は
大
事
、

人
権
は
大
事
』
と
、
繰
り
返
し
心
に

き
ざ
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

僕
が
こ
の
こ
と
を
学
ん
だ
結
果
、

人
に
対
し
て
少
し
で
も
い
や
だ
な
と

思
う
こ
と
を
す
る
の
は
、
少
し
ず
つ

で
す
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
僕
の
中

か
ら
減
っ
た
み
た
い
に
、
皆
の
心
か

ら
減
ら
せ
れ
ば
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
で
の
出
来
事
が

き
っ
か
け
で
、
人
権
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
人
種
差
別
だ
け
で
な
く
、
男
女

差
別
や
障
害
者
差
別
な
ど
と
い
っ
た

差
別
も
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
決
し
て
や
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
長
い
人
生

の
中
で
「
人
の
心
を
傷
つ
け
る
差
別

は
、
何
が
あ
っ
て
も
決
し
て
や
っ
て

は
い
け
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

建築士による木造耐震診断がえっ！
※件数に限りがあります。

◎安全安心な生活を送るために…

☆そのほか、住宅の耐震化に関する補助制度が盛りだくさん！まずは、お気軽にお問
い合わせください！耐震ベッド・耐震シェルター設置工事の補助などもあります！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　都市計画課（内線 225）

無料
対象住宅：昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された木造住宅
　　　　　２階建て以下、延床面積 200㎡以下

！
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）
☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

日 土金木水火月 日 土金木水火月
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

7月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

夏休みアニメ上映会

○日時　7 月 23 日（土）　

　　　　開場　午前 10 時 15 分

　　　　開演　午前 10 時 30 分

○場所　岩出図書館　大会議室

　　　　※入場は無料です。（先着 100 名）

●イースターラビットのキャンディ工場（95 分）

7 月のおはなし会

○図書館ボランティアによるおはなし会
  3 日（日）・10 日（日）・・・「おはなしドロップス」

17 日（日）・24 日（日）・・・「おはなしのとびら」

31 日（日）・・・「英語でおはなし会」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
23 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後 3 時から

　岩出図書館おはなし室

人権講演会「ひらがなにっき」と絵本と私

　平 28 年度　法務省人権啓発活動地方委託事業・

岩出図書館開館 10 周年記念事業

○日時　7 月 18 日（月・祝）　

　　　　午後１時 30 分～３時

○場所　岩出図書館　大会議室　　○対象　一般　

○定員　100 名

○講師　絵本作家　長野ヒデ子　さん

○申込　７月２日（土）受付開始。岩出図書館カウ

　　　　ンターまたは電話で申込みください。

※一時保育は７月 11 日（月）までに申込みくだ　 

　さい。

※一時保育あり（１歳～就学前）　手話通訳あり

※講演会終了後、長野さんの絵本をご持参の方への

　サイン会を行います。

※「ひらがなにっき」絵本原画展を 7 月 8 日（金）

　から 7 月 31 日（日）まで岩出図書館展示コーナー

　で開催します。

課題図書の貸出制限について

　岩出図書館では、第 62 回青少年読書感想文全国

コンクールの課題図書をすべてそろえています。　

　それぞれの課題図書を複数冊ご用意しています

が、できるだけ多くの方に読んでいただくため、７

月２日（土）から 8 月 30 日（火）までは、課題図

書の貸出については、一人１冊、貸出期間を１週間

とさせていただきます。

○課題図書の予約について
　課題図書の予約は一人１冊です。（インターネッ

ト予約はできません。）取置期間は１週間です。

　今年の夏も暑い日が続いていますが、読書や学習

にふさわしい、自然環境に恵まれ、静かで落ち着い

た岩出図書館で読書しませんか。

　岩出図書館では、本のほかに、多くの雑誌・新聞・

DVD・CD なども所蔵しており、おはなし会や DVD

上映会などのイベントも開催しています。

　また、岩出図書館と分館・分室とが連携して図書

を搬送し、市民の皆さんが便利よく利用できる配本

サービスを行っていますので、分館・分室もどうぞ

ご利用ください。

　今年も、節電が呼びかけられています。家庭での

節電を行うとともに、読書活動の活発化につながれ

ばと思っていますので、ぜひ環境のよい涼しい図書

館にご来館いただき、読書を楽しんでみませんか。

環境のよい図書館で読書を！
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と、動画が再生できます。動画が再生され
ない場合は、市ウェブサイトからご覧くだ
さい。

　岩出中学校、岩出第二中学校において、活輝祭・躍

動祭が開催されました。天候に恵まれ、各中学校では

ムカデ競走や綱引き等、様々な種目が行われました。

一生懸命頑張りました！
市内中学校で活輝祭・躍動祭開催

　4 月にオープンしました旧和歌山県議会議事堂（一

乗閣）において、オープン後初となる和歌山県議会 6

月定例会が開催され多くの方が傍聴に来られました。

一乗閣で和歌山県議会を開催
和歌山県議会が開催されました 6／2

5／20

　5 月下旬から 6 月上旬にかけて、根來寺の大門近く

の川沿いで、ホタルの光が夜空を照らします。今年見

られなかった方は、ぜひ、来年見に来てください。

初夏の風物詩と言えば♪
ホタルの光で幻想的に 6／3

　市民総合体育館において、ポズックによる「ちんど

ん楽団」や早瀬憲太郎氏の講演会が開催されました。

　講演会では、東日本大震災での障害者が置かれた状

況などについて、自身が経験されたことをお話しいた

だきました。障害や障害のある方への理解を深めてい

きましょう。

理解を深めるために
障害理解講演会を開催しました 6／4
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申 込 方 法

　 申 込 用 紙 に 住 所・ 氏 名 な ど、
必要事項をご記入の上、料金を
添えて事務局までお申し込みく
ださい。メッセージ原稿は 30 文
字以内とさせていただきます。
　申込用紙は、事務局で配布し
ます。 また、 岩出市ウェブサイ
トからもダウンロードできます。

申 込 期 間

　７月 1 日（金）～８月 5 日（金）
までの期間としますが、申込数
が予定数になり次第、申込みを
締め切らせていただきますので、
ご了承ください。
　詳しくは、市ウェブサイトを
ご覧いただくか、下記までお問
い合わせください。

問い合わせ先 　いわで夏まつり実行委員会広報部会事務局
　（市役所市長公室内）☎ 0736-62-2141（内線 119）FAX  0736- 63-5229
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　フィナーレを飾る花火大会。夏の思い出にあなたのメッセージを夜
空に打ち上げてみませんか？花火を打ち上げる前にお預かりしたメッ
セージをアナウンサーが読み上げます。例えば！誕生日のお祝い、お
じいちゃん・おばあちゃんへの長寿のお祝い、愛のメッセージなど。。。
いろいろな想いを花火に託して花火大会を盛り上げましょう！
※メッセージはご自身でも読むことができます。

が予定数になり次第、申込みを
締め切らせていただきますので、

　詳しくは、市ウェブサイトを
ご覧いただくか、下記までお問

（市役所市長公室内）☎ 0736-62-2141（内線 119）FAX  0736- 63-5229

花火数…20 発 （予定）

（1 人 1 発）

料　　金…1 発 5,000 円

（数量限定）
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